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環境配慮 無鉛遮熱顔料使用高反射型塗料
二液弱溶剤型シリコン樹脂塗料
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高 反 射 型 遮 熱 塗 料 で 誕 生 で す!
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ク ー ル く ん シ リ ー ズ は 屋 根 の 美 観 を 整 え る だ け で は な く 、ヒ ー ト ア イ ラ ン ド

対 策 や 地 球 温 暖 化 対 策 に も 貢 献 。 屋 根 材 の 轜 射 熱 と 蓄 熱 を 軽 減 し 、屋 根 か

ら 室 内 に 伝 わ る 熱 を 抑 え る こ と が で き ま す 。

建造物における遮熱効果は、窓等の開口部からの影響が大きい為、より快適な効果を得るためには、屋根、

壁の断熱だけでなく、ペアガラスの採用やガラス面の遮熱対策を併せてとることを推奨いたします。

g －11jくIU シリ 一二X

｜基材別　遮熱効果｜
［℃］ モニエル瓦
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Ｏ 試 験 方 法 ：白 熱 電球( ＲＳ１００／１１０Ｖ：１００Ｗ- Ｅ)を 基 材 から距 離

140ml の 所に 固定し､ ５分 毎に 基材 裏 面 温度 を 測定し た 。

Ｏ 使 用 色 ：マイティーシリコ ン､トウキ マイルド は３５００ブ ラック

クー ルく んマ イティーシリコ ン 、

クー ルく んトウキ マイルド はクロ ウプ ラック( 高 反射 仕 様)
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[℃]

温度差

(-8 ℃)

(-1 ℃)

(-2 ℃)

(-26 ℃)

(-24 ℃)

(-25 ℃)

(-21 ℃)

(-22 ℃)

(-21 ℃)

(-21 ℃)

(-26 ℃)

(-30 ℃)

(-2 ℃)

(-25 ℃)

(-24 ℃)

(-9 ℃)

(-4 ℃)

(-9 ℃)

(-15 ℃)

（-15 ℃）

（-2 ℃）

（-2 ℃）

（-3 ℃）

（-4 ℃）

色番号・色名

Ａ-211　ダンデライオン

Ａ-213　カナリアオレンジ

Ａ,215　コーラルレッド

Ａ-217　ラクーンブラウン

Ａ-219　モンキーブラウン

Ａ-221　キャメルブラウン

Ａ-223　ビーバーブラウン

Ａ-225　シールブラウン

Ａ-227　ラットグレー

Ａ,229　ドルフィングレー

Ａ-231　ホエールグレー

Ａ,233　クロウブラック

Ａ-235　ピーコックブル ー

Ａ-237　アイリスブルー

Ａ-239　 オリオールグリーン

Ａ-241　ビーンズグリーン

Ａ-251　ライトシルバー

Ａ-252　ミディアムシル バー

Ａ-253　ダークシルバー

A-261

A-263

A-265

A-267

A-269

クラウドグレー

グランドベ ージュ

チェリーブロッサ ム

スカイブル ー

プレ イリーグリーン

-

Ｏ 試験方法 ：白熱 電球

(ＲＳ１１０/110V: ２００ＷＲ)

を 基 材 から距 離１６０ｍｍ の

所に固定し、15 分間照 射した

後に基材裏面 温度を測定した。(

)内 の温度差は一般 塗料

とクールくん( 標準仕様) との

温度の差分で す。
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主剤：硬化剤＝６：１

○ 基材と対象商品

し 竺 竺 ⊃

・薄形化粧スレート

・波形スレート

(ノンアスベストは除く)

●厚形スレート

・プレスセメント瓦

・高分子繊維強化セメント瓦

各種基材の特徴は右のページをご確認ください。

金 属 屋 根

・ 孤＆ 屋根 ’

・トタン 波 板

●瓦 棒

・ 會 属瓦

乾 式 コ ン ク リ ート

●モニエ ル瓦

・ ハル モリック乾 式瓦

・ スカンジ ア瓦

・ ク ポタ 洋 瓦

※金属 部材 はクールく んマイティーシリコン､ クー

ぐ=………と’塗 装 仕 様 ＜

・ 素 地 調 整

各基材に適した下地処理を行ってください。（詳細は右ページ参照）

洗浄後、洗浄確認および充分な乾燥を確認の上､塗装工程に移ってください。

・ 塗 装 工 程

①

Ｉ

－

Ｈ

②
－

Ｉ

ｎ

－

Ⅲ

③

Ｉ

－

Ｈ

Ⅲ

高

耐

候

仕

様

高

反

射

仕

様

標
　
準
　

仕
　

様

④－

Ｉ

ｎ

－

Ⅲ

Ⅳ

高
反
射
高
耐
候
仕
様

材　　料

クールくん

高反射プライマー

クールくん
上塗り　１回目

クールくん

上塗り　２回目

タフグロスコート

塗 装方 法

エアレ ススプレ ー

刷毛･ ロ ーラー

エアレ ススプレ ー

刷毛･ ロ ーラ ー

エアレ ススプレ ー

刷毛･ ロ ーラ ー

エアレ ス スプレ ー

刷毛･ ロ ーラ ー

( 希 釈 率 ％)(

２０ ～４０ ％)(10

～３０ ％)(

２０ ～４０ ％)(15

～２５ ％)(

２０ ～４０ ％)

(〇～15 ％)(

２０ ～３０ ％)

(Ｏ～10 ％)

※超耐候仕上げクリヤー は｢ タフグロ スコート｣ に名称を変更します。

ｸｰﾙ くんトウキマイルド

ニ ６ Ｔ コ　

::: ｋ

んトウ キマイルド でも 塗 装できま す。

塗 面 積( ㎡/ 缶)

６ ０ ～ １００｢ri/　14kg

セ ット

８ ５ ～ １ １５ ㎡ ／

１４ｋｇセ ット

８ ５ ～115 ΓΥf/　1

∠1kg セ ット

８５ ～ １２５ ΓΥ１／

１４ｋｇセ ット

塗布量(kg/㎡)

０.14～０.23　

kg/ｎｉ

０.12～０.16　

kg/㎡

０.12 ～０.16　

kg/㎡

０.11 ～０.16　

kg/㎡

※塗装間隔：各工程３時間以上。１日に２工程までとしてください。

３工程目は翌日以降に行ってください。

※低温時や高湿度の時ば､乾燥が遅くなる場合があります。

※混 合 比：主剤12kg 十硬化剤２ｋｇ（６：１）

高反射プライマー､タフグロスコート共に共通です。

※希釈剤は専用シンナーのご使用をお勧めいたします。

※初めての塗り替えの場合､クールくんマイティーシリコンを乾式コンクリート瓦

にご使用の場合は､１工程目の希釈を多めにし､ 基材に吸い込ませるように塗装

してください。

※各仕様の塗装回数は標準の塗装回数です。瓦素地の状態により塗装回数が増

……,ｽj=,各 商 品 の 荷 姿 と 容 量

える場合がございます。予めご了承ください。

※高反射プライマーは共通ではありません。

各商品ごとの高反射プライマーをご使用ください。

種　　類 � 主　剤 � 硬化剤 � 合　計

主剤 十硬化剤 �
１２ｋｇ � ２ｋｇ �14kg セット

�5卜g �０．８３ｋｇ �5.83kg セット

高反射プライマー　
十硬化剤 �

１２ｋｇ �2kg �14kg セット

�５ｋｇ �０．８３ｋｇ �５,８３ｋｇセット

タフグロスコート　　

十硬化剤 �

１２ｋｇ � ２ｋｇ �14kg セット

�５ｋｇ �０．８３ｋｇ �5.83kg セット

ＯＲマイルドシンナー � １６忿 � 副2
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・ 薄形化粧スレート

(コロニアル・かわらＵなど)

厚 さ ：Ｉｃｍ 以 内

大 きさ ：４０×１００ｃｍ 程 度

・高分子繊維強化セメント瓦

(ブルック・ルーガ)

厚さ：１～２ｃｍ程度

薄形化粧スレートとプレスセメント瓦の中間

クールくんマイルド優雅

●セメント瓦( 厚形スレート・プレスセメント瓦)

厚さが1 ～３ｃｍ。様々な形状があるが、

裏面( 内部) はセメント色をしている。

・ 波形スレ ート

※ノンアスベストで無塗装品は塗装不可

希 素 地 調 整 。/’j……

①密着していない旧塗膜がある場合は、ケレンし完全に除去してください。密着していない旧塗膜が残っている状

態で塗装された場合は､旧塗膜から再び剥離が起こる可能性が有ります。（※旧塗膜が残っている部分はガムテ

一プで剥離試験を面単位で数箇所行い、塗膜がガムテープで取れる場合は必ず塗膜に傷を付けるなどし、ヶレ

ンした後に高圧洗浄を行ってください。）

②苔･カビ等は、ワイヤーブラシ、デッキブラシなどで取り除いてください。瓦全面に苔･カビが繁殖している場合は

屋根コケトールでそれらの根を死滅させることをお勧めします。（詳細は屋根コケトールのカタログを参照くだ

さい。）

③８ＭＰａ～１０ＭＰａの圧力で高圧洗浄を充分に行ってください。

④高圧洗浄後２～3 日は乾燥させてください。乾燥期間中に降雨、積雪などがあった場合は、さらに乾燥期間を延

長してください。

⑤金属部分に塗装する際は､｢ 金属屋根｣ の素地調整に従ってください。

※薄形化粧スレートの場合は､塗装後に上下のスレートが塗料で接着している箇所を縁切りしてください。

※薄い基材は作業中の踏み割れにご注意ください。

金 属 屋 根

金属の種類(旧塗膜や錆が無い場合)

カラー鋼板

ガルバリウム鋼板

亜鉛引き鉄板

ステンレス(ＳＵＳ３０４など)

※塩ビ鋼板は塗装後、タックが残る場合

があります。

※フッ素鋼板･銅板は塗装不可。

・折板屋根　・トタン波板　・ 瓦 棒

・金属瓦

な? 裳 ″二゙た 驚 艶

※意匠性･化粧付きの鋼板は､表面加工の種類によって適正が変わります。

肴 素 地 調 整 ……

①密着していない旧塗膜はケレンし完全に除去してください。

②サビが発生している場合は、ザンダーやワイヤーブラシ等で充分に

ケレンしてください。

③３ＭＰａ～８ＭＰａの圧力で高圧洗浄を充分に行ってください。

④高圧洗浄の後1 ～２日は乾燥させてください。

※サビが発生している場合は､オリトボウセイをご使用ください。

詳細はオリトボウセイのカタログを参照ください。

八

へ



乾式コンクリート瓦

●モニエル瓦

・ ハルモリック乾式瓦

・スカンジア瓦

・叔 外 観｡ …………

残
・クボタ洋瓦 など

”゛゙ '皿菜畠・rII'II凹゙ll扁'-,Ｊ　　心s 爽r　-~_　 －　　　　･s111UよLJド μ ん 寸 粉 千 即 妙:1

薯二
･叙 見 分け 方､ …………万、

外観が似ているプレスセメント瓦との見分け方

凹
凸
が
あ
る

しプレスセメント瓦 〕

※小口に凹凸がないタイプのものも 存在する。

淑 素地調整ノ

な 〕

ﾃﾄ゙な゙X.ﾔ

水圧１５ＭＰａ

水量15 忿/分

距離３０ｃｍ以内(

基材とノズル)

平
ら

厚　さ ： Ｌ５～３ｃｍ

大きさ ：３３×４０ｃｍ

裏　面 ： セメント 色をして おり､布 目模 様がない 。

基 材が 着色さ れて いる場 合もある。

そ の他 ： 押し出し 成型 のた めシンプ ルな 形が多 い。

着 色はスラリー( 顔 料と セメントを 混ぜたも の) による。

劣　化 ：５～８年 で クリヤ ーコ ート が 摩耗し､ カ ラ ースラリ ー

層 が表出し粉 状になる。

凹 凸の 有る表面 に苔 やカビ が発生しや すい 。

･
叙 洗 浄 確 認

．…
……1･
･ﾕ=･

ﾌﾟﾔ ﾀﾞﾌ7に

ダ ）

色がつかない４ 洗浄 ○

洗浄後に乾いた状態で

基材表面を軍手で擦る。

色がつく吟洗浄 ×

再 洗 浄 が 必 要

①密着していない旧塗膜がある場合は、ケレンし完全に除去してください。密着していない

旧塗膜や脆弱なスラリーから剥離が起こる危険性が有ります。

小口はあらかじめワイヤーブラシなどでケレンしてください。

※旧塗膜が残っている部分は、ガムテープ剥離試験を面単位で数ヶ所行い、塗膜が取れる

場合は、塗膜に傷をつけるなどし、ケレンした後に高圧洗浄を行ってください。

②苔、カビ等はワイヤーブラシ、デッキブラシなどで取り除いてください。瓦全面に苔、カビ

が繁殖している場合は屋根コケトールでそれらの根を死滅させることをお勧めします。（詳

細は屋根コケトールのカタログを参照。）

③１５ＭＰａ以上の水圧､1 分間に1512 以上の水量、基材とノズルの間隔は３０ｃｍ以内で、

高圧洗浄を充分に行ってください。

・高圧洗浄機を選定する為の性能の目安であり、洗浄中の水量を計測する必要はありません。

・洗浄水の飛散や塗料の飛散の可能性がありますので､養生を充分に行ってください。

・洗浄仕様は推奨方法であり､洗浄確認( ⑤項)において充分に洗浄が行えている場合は、

上の限りではありません。

・棟の洗浄は、洗浄ガンを必ず棟の真上の角度から狙ってください。横から狙いますと水

漏れの原因となりますのでご注意ください。

④高圧洗浄の後、２～３日は乾燥させてください。乾燥期間中に降雨､降雪などがあった場

合はさらに乾燥期間の延長が必要です。乾燥の目安は表面層の水分率５％以下(デジタ

ル水分計)です。

⑤洗浄後、上記｢ 洗浄確認｣ で洗浄が充分であることを確認の上、塗装工程に移ってください。

⑥金属部分に塗装する際は[金属屋根]の素地調整に従って塗装を行ってください。
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●粕栗凡

・素焼き瓦

・窯変瓦など

軸 観 ．ﾉﾌﾟヽﾕ万

泰 見 分 け 方 ◇

裏面がレンガ色･クリーム色しているのが特徴。

瓦表面で判別するのではなく､必ず裏面もしく

は瓦の欠けている所で確認してください。

クールくんトウキマイルド

様々な色と形状がある｡表面にガラス質の粕薬が施されているものや、

艶消しタイプなどがある。

裏面：クリーム色､レンガ色をしている。

（土色以外の色をしている特殊な瓦もある。）

安田瓦や塩焼き瓦､裏面にも粕薬をかけた瓦など。

小口や唐草部分に苔やカビが発生している

場合があります。ケレン洗浄で取り除いて

ください。

屋根の上からは確認しにくい個所となりま

すので､ご注意ください。

表 洗 浄 確 認 …………j卜……

濡れ雑巾で瓦表面を擦り､目に見えないカビが

付いていないか確認してください。赤黒い汚れ

がつく場合は､再洗浄が必要です。

･叔 素 地 調 整 ………l……､･･

①苔､カビ等はワイヤーブラシ、デッキブラシなどで取り除いてください。瓦全面に苔、カピが繁殖している

場合は屋根コケトールでそれらの根を死滅させることをお勧めします。(詳細は屋根コケトールの力夕口
グを参照。)

②６ＭＰａ～８ＭＰａの圧力で高圧洗浄を充分に行ってください。

●水圧は高圧洗浄機を選定するための性能の目安であり、洗浄中の水量を計測する必要はありません。

・洗浄水の飛散や塗料の飛散の可能性がありますので、養生を充分に行ってください。

・洗浄仕様は推奨方法であり、洗浄確認において洗浄が充分に行えている場合は上の限りではありません。

●棟の洗浄は､洗浄ガンを必ず棟の真上の角度から狙ってください。横から狙いますと水漏れの原因となり
ますのでご注意ください。

③高圧洗浄後、２～３日は乾燥させてください。乾燥期間中に降雨、降雪などがあった場合は､さらに乾燥期
問の延長が必要です。

④洗浄後、上記｢洗浄確認｣ で洗浄が充分であることを確認の上、塗装工程に移ってください。

⑤金属部分に塗装する際は[金属屋根]の素地調整に従って塗装を行ってください。

クールくんシリーズで塗装できない基材

Ｏアスファルトシングル

Ｏいぶし瓦(日本瓦)

Ｏ凍破や大きな割れが起こっている基材(新しい瓦に交換してください。)



～Ｉ
Ｗ
　
　Ｍ
…
……

…
…

… …一

ぽ

↓

晰

昿

－
…

…
」・
」
」……〈

」い

」 バ

１
　
　
　
　
　

‐１・
1

‐
　
1

じ
ｋ

黙

Ｍ

Ｖ

１４
；
１
.
.
.
.
.
7
j
4
｡
.

‾
１１７

１
１
ｑ

ｊ

ｏ

Ｉ

Ｊ

ｙ

″

高反射プライマーの効果

［℃］ 薄形化粧スレート
０
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○試 験方法 白熱 電球(ＲＳ１００/110V: ２００Ｗ-E) を

基 材から距離２１０ｍｍの所に固定し、

基 材裏面温度を 測定した。

Ｏ 使用色 ：クールくん マイルド優雅クロウプラック

(標準仕様､ 高反射仕様共)

一 般塗料はニューマイルド 優雅同 色

○ 試験片 ：薄形 化粧スレ ート( ブラック)

２００×１４０×５ｍｍ

室温２５℃､発泡 スチロ ール容器に固定。

一般塗料とクールくんは最大で９.７℃の差が

確認できました。

高反射プライマーを使用すると､更に最大で

３.５°Ｃ低くなります。

温暖化傾向である現在､ 従来型の遮熱塗料では､屋根材の裏面温度を低減させるなどの効果を得るには､薄い基材への使

用が有効とされてきました。しかし、『陶器瓦､ 乾式コンクリート瓦､プレスセメント瓦（厚形スレート）』などの厚みのある基

材でも､瓦の裏面温度が下がることが確認できました。

※高反射プライマーの効果は､上塗りの色や膜厚､ 基材の色の影響を受けます。

てjﾔJ.･･:万.j二仕 様 の 種 類=
． 塗装仕様詳細は内ページをご確認ください。

① 標 準 仕 様 工 程

コストパフォーマンスに優れた仕様です。

② 高 反 射 仕 様 工 程

高反射プライマーを施工することで､さらに　

反射率を高めます。

③ 高 耐 候 仕 様 工 程

塗装膜にとって､ 一番環境が厳しい最上部に

タフグロスコートを施工することで､遮熱塗膜

をしっかり保護し､美しさを永く保ちます。

④ 高 反 射 高 耐 候 仕 様 工 程

下地に高反射プライマー､最上部にタフ　

グロスコートを施工し､反射率を高める　

と共に､美しさを永く保ちます。

高反射プライマーは共通ではありません。

各商品ごとの高反射プライマーをご使用ください。

◇ 遮 熱 効 果 の メ カ ニ ズ ム ∧

太陽光(近赤外線)を塗装膜で効率よく

反射させ､屋根材まで届く量を少なくし、

熱エネルギーヘの変化を抑え､屋根材

の温度の上昇を抑制します。

･Ｘ ＩＪ ､ 丿

‾心　　　 ヽ.●‘･

つ

４

ノ:　　ﾉﾒ　:･････.･

①　 ③　　　　　　　　 （g

※タフグロスコートは､基材に直接塗装出来ません。

太陽光(近赤外線)を塗装膜で反射しき

れす､屋根材まで届き､熱エネルギーに

変化し屋根材の温度を上昇させます。

麟
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齢･

･;
‥　

’
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※上記はモデル図です｡実際は塗膜も太陽光を吸収し､発熱します。
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○ クールくんシリー ズは充分に攬絆してからご使用ください。

○ クールくんシリー ズは他の塗料と相溶性がありませんので絶対に混合しないでください。

Ｏ 主 剤と硬化剤を混合後､ 直ちに攬 絆してください。ゲル化 の危険性があります。

Ｏ クールくんシリーズは硬化剤混合後､５時間以内に使用してください 。

○ 朝夕の結露時期、被塗物が異常に高 温の時( ６０°Ｃ以上) 、降雪雨 の予想さ れる時は塗 装を

避けてください。

Ｏ 塗装ミストの飛散により周辺を汚し、トラブルとなる事があります。塗装ミストが飛散しない

ように充分な養生を行ってください。

Ｏ クールくんは塗料の特性上､ 厳しい気象条 件下で は可使時 間が 極端に短くなる場 合があり

ます。特に高温多湿の下で使用さ れる場合は硬化 剤と混合後は出来るだけ速やかに使用し

てください。

○ 極端な厚塗りや塗装間隔が３時 間以内の場合､ リフティングを起こす可能性がありますので

ご注意ください。

○ ハケ･ ローラーで銀色系を塗装する場合、仕上がりが悪くなります。

○ クールくんシリーズはなるべく専用シン ナーでのご使用を推奨いたします。

注：塗料では瓦の割れの補修及び防止は出来ませんので､割れの発生している瓦への塗装は避けてください。

割れが発生している瓦は差し替えてから塗装してください｡また､凍破を防止することはできませんので

ご注意ください。

丿　
使用上の注意　 ］

○ 取扱いは、火気のないところで行ってください。

Ｏ 塗装中、乾燥中とも換気をよくし､蒸気を吸い込まないようにしてください。

必要に応じて有機ガス用防毒マスク、送気マスクをご使用ください。

○ 取扱中は、できるだけ直接触れないようにし、必要に応じて保護具(保護メガネ、長袖の作

業着､保護手袋など)を着用してください。

○ 作業中､気分が悪くなった場合は、清浄な空気のある場所で安静にし、必要に応じて医師の

診断を受けてください。

○ 詳細な内容は､安全データシート(ＳＤＳ)をご確認ください。

今 オリエンタル塗料工業株式会社

本 社 ・ 工 場　 尽547-0001　 大 阪 市 平 野 区 加 美 北４ 丁 目 ５ 番３８号

TEL （０６）６７９１－４０３１（代 表） ＦＡＸ （０６）６７９１－４０３４

東 日 本 営業 所　 吊343-0036　 埼玉 県 越 谷 市三 野 宮４７６ ミ ル ト ク ラ ール1 番 館102

TEL （０４８）９４０－３９２７

福 岡 営 業 所　 尽814-0161　 福 岡 市 早 良 区 飯 倉 ３ 丁 目 ２ ９ － ８

ＴＥＬ（０９２）831 －２２８1

御用命は右記販売店へ
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※この カタログについ て は､ 予告 なく変 更 することがありますの で､ あらかじめご了 承く ださい 。
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